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自己紹介

代表取締役

河野 淳平

福岡県北九州市出身、早稲田大学商学部卒業

株式会社レノバ
➢ 再エネ開発専業の上場企業で再エネ発電所の開発に従事

独立後、再エネ領域のコンサルタントとして様々なプロジェクトに関与
➢ 系統用蓄電池事業の開発・プロジェクトマネジメント

➢ コーポレートPPAの組成・アグリゲーション 等

株式会社グリーングロース創業
➢ 2022年に創業。「次世代のインフラをつくる」を理念に掲げ、

現在は再エネ併設型・系統用蓄電池の企画・開発・運用等を一気通貫で提供



発電アセットの価値最大化

✓ 高品質・低コスト・短納期の開発

✓ 中古電源の買取

✓ 発電所運用の改善・バリューアップ

✓ アグリゲーション

グリーングロースは、発電事業者・需要家双方の再エネ領域での課題解決を、

構想・企画から実行まで一気通貫でリードする、 「あなたの再エネ事業部」です
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グリーングロースのご紹介

「電力プロシューマー化」の支援

✓ 電力・環境価値の最適な調達の設
計及び実行

✓ 電力の保有・運用の支援

✓ 需要家PPSの立ち上げ

発電
事業者

需要家

3つの力を持つ

「社外再エネ事業部」

①事業開発力

②再エネの専門性

③ファイナンス能力
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グリーングロースのご紹介
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本日の
メインテーマ

「電力プロシューマー化」の支援

✓ 電力・環境価値の最適な調達の設
計及び実行

✓ 電力の保有・運用の支援

✓ 需要家PPSの立ち上げ



事業環境の変化によって、いわば「発電所をつくりさえすれば利益を上げられる」時代が終わろう

としている

太陽光発電事業者を取り巻く事業環境の変化

設備の老朽化FIT期間の満了 出力抑制の増加
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収益の維持・向上のためには、自律的な意思決定を伴う「発電事業の経営」が求められている

1 2 3



Post-FITを迎えるにあたって放置はできない。バリューアップか売却かの選択肢を迫られる

中でも、「一丁目一番地」の施策である、FIP転換・蓄電池併設事業についてご紹介する

6

Post-FITを見据えた選択肢

FIP転換 オンライン化 リパワリング
FIP転換・
蓄電池併設

発電所売却

バリューアップ



FITからFIPに切り替えた上で、太陽光発電所への蓄電池併設によって、

出力抑制回避・アービトラージ・FIPプレミアム増加による収益向上が望める
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FIP転換・蓄電池併設事業の概要

蓄電池が無い場合

市場価格

蓄電池がある場合

発電事業者
による
売電量

低価格の時間帯に発電・売電せざるを得ない 低価格の時間帯に発電・充電し、高価格の時間
帯に放電・売電。売電量が増えてFIPプレミアムも
増加

売電時間帯のシフト



FIP売電の場合、①市場売電、②FIPプレミアム、③非化石価値の3つの要素で構成される

FIP+蓄電池の場合、FIPプレミアムの追加収益や、容量・調整価値まで拡張可能
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FIP転換・蓄電池併設売電時の収益構造（イメージ）

FIT収入

市場売電（JEPX）

調整前プレミアム（FIP）

調整後プレミアム（FIP）

非化石価値（非FIT）

市場売電（JEPX）

調整前プレミアム（FIP）

調整後プレミアム（FIP）

調整価値（需給調整）

容量価値（卒FIT後）

非化石価値（非FIT）

FIT売電 FIP売電 FIP＋蓄電池 売電

～110%（FIT対比）

150%以上（FIT対比）



蓄電池併設は、高い専門性が必要なうえ、長期間かつ多数の関係者を巻き込む高難度案件

9

FIP転換・蓄電池併設事業のプロセス

事業の設計

投資意思決定

実装

蓄電池運用

◼ 事業の位置づけの定義
◼ 事業収支・技術の評価

◼ 座組・パートナー選定
◼ 事業計画のfix

◼ 資金調達

◼ 許認可申請・電力協議
◼ 設計・調達・施工
◼ 現地試験（試運転）、TSO承認

◼ 蓄電池充放電制御
◼ 市場・需要家への売電
◼ 需給管理 等

Jobs

EPC、メーカー、金融機関

（コンサル・シンクタンク）

施工会社、蓄電池メーカー、通信機器ベン
ダー、電力会社、省庁、近隣住民

アグリゲーター、O＆M

主な社外関係者

1

2

3

4

約
18
ヶ
月



蓄電池併設事業は、案件組成から完了後までずっと困難

制度や技術への知見に加え、高度な事業開発のノウハウが求められる
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蓄電池併設事業の難しさ

事業設計・
意思決定
の壁

実装の壁

運用の壁

✓ 何を検討すべきか分からない
✓ どの蓄電池メーカー・EPCに委託すべきか見当がつかない
✓ 取引市場が複雑で収支計算ができない

✓ 関係者が多く、調整と認識合わせが大変
✓ 新規性が高い案件だからこそ、誰も経験が無い
✓ トラブルの原因究明が困難

✓ どのアグリゲーターに委託すべきか見当がつかない
✓ 主任技術者だけではO＆Mをカバーしきれない



加えて、蓄電池併設事業の実施にあたっての典型的な課題は、企業規模によって異なる

中でも、太陽光発電所を多く持つものの、推進体制が欠如しがちな中堅企業への支援が急務
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企業規模に応じた典型的な課題

中小企業

中堅企業

大企業
専門知見の不足と社内説得
（体制面は問題ないケースが多い）

資金調達の困難

推進体制の欠如

経営陣や総務・経理部門等が発電事業を所管してお
り、企画機能・実行機能が欠如しているケースが多い

中堅企業

よく見られる課題



グリーングロースは、「再エネ事業部」として、事業の設計から運用まで一気通貫で推進

オーナーの窓口が一元化され、意思決定とプロジェクト推進がスムーズになった
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FIP転換・蓄電池併設事業におけるグリーングロース

事業の設計

投資意思決定

実装

蓄電池運用

◼ 事業の位置づけの定義
◼ 事業収支・技術の評価

◼ 座組み・パートナー選定
◼ 見積・事業計画のfix

◼ 資金調達

◼ 許認可申請・電力協議
◼ 設計・調達・施工
◼ 現地試験（試運転）、

TSO承認

◼ 蓄電池充放電制御
◼ 市場・需要家への売電
◼ 計画・実績の提出・イン
バランス対応 等

EPC、各メーカー、
金融機関

（不在）

施工会社、蓄電池メーカー、
通信機器ベンダー、電力会
社、省庁、近隣住民

アグリゲーター、O＆M

Jobs 主な社外関係者

1

2

3

4

約
12-

18
ヶ
月

プロジェクト推進を
ワンストップでとりまとめ



蓄電池が運転開始した後も、アグリゲーターとして、蓄電池充放電制御・市場取引等の電力のマ

ネジメントを通じた収益最大化、および需給管理業務を弊社が代行
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蓄電池導入後の運用・アグリゲーション

電力マネジメントを通じた収益最大化

需給管理

蓄電池保有事業者
（太陽光発電併設蓄電池） グリーングロース

入札・売買
（取引代行）

JEPX

スポット市場

非化石価値
取引市場

計画提出
発電量調整供給契約・
インバランス精算

OCCTO 一般送配電事業者

蓄電池充放電制御
（需給調整市場）

・発電・価格予測
・計画策定
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FIP転換・蓄電池併設事業の先行支援案件：かがし屋様のご支援

項目 内容

所在地 大分県日田市大字西有田字一尺八寸山2293-77

パネル容量（DC） 1,786 kW

発電出力（AC） 1,500 kW

運転開始（既設太陽光） 2017年10月

蓄電池最大電力（送電端） 1,500kW

蓄電池容量 4,515 kWh（キャビネット型）

運転開始 2026年6月

大分県日田市に位置するDC1,786kWの発電所。2026年6月に運転開始

パネル移設や、接続検討申請の長期化への対応、搬入路を考慮したシステム選定などを実践

出所：グリーングロース、太陽光発電所のFIP転換・蓄電池併設を初実装
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000114719.html

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000114719.html


㈱南九保有の2発電所（AC出力計3.5MW）のFIP転換・蓄電池併設を支援中

本プロジェクトを起点に、大隅半島におけるエネルギーの地産地消モデルを実装していく

出所：グリーングロース、南九保有の太陽光発電所にてFIP転換・蓄電池併設を実装開始
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000114719.html 15

蓄電池併設から始まる、大隅半島の「地産地消」モデルの実装：南九様のご支援

MKソーラー有里第二発電所

MKソーラー大根占展望発電所

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000114719.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000114719.html


◼ （対METI）

➢ FIPプレミアムの取り扱いに関する見直し（以下、例示）

― JEPXスポット市場における0.01円コマだけでなく、出力制御実施（うち0.01円以外）コマもプレミアム調

整の対象に加味してもらいたい

• 出力制御時間帯と0.01円コマは必ずしも一致していない状況が増えつつある

― FIP電源に係る事業環境整備の一環として実施されている「バランシングコストの更なる増額措置」に

ついて、単年度ではなく複数年度の見通しを示してもらいたい

― FIPプレミアムの参照価格を「当年度月間平均市場価格」に簡素化してもらいたい

• 市場のボラティリティが高まるなかで、前年度価格を基準とすると、かえって市場のシグナルを歪め

る可能性がある

◼ （対一般送配電事業者）

➢ FIP併設蓄電池事業を進めるための各種手続き・プロセスの標準化と情報公開の実施

• どの書類・手続き・契約を/どのタイミングで/どの部門に出すべきか、明確な業務フローが見えない

状況であり、TSOの中でも部門により見解が異なることが多い

➢ 現地試験実施時の連携強化

―協調制御試験時の出力制御の免除・除外

―特定の試験項目実施日において電気料金の算定対象日から除外 等

16

最後に：再エネ併設蓄電池の普及拡大に向けた提言



蓄電池併設事業をはじめ、太陽光発電所のバリューアップ等でご相談・ご質問などがございまし

たら、お気軽にお問合せください。
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ご清聴ありがとうございました

株式会社グリーングロース

代表取締役 河野淳平

jumpei_kawano@greengrowth.co.jp



◼ 当社は、本資料に記載された内容の正確性・妥当性・完全性につきましては細心の注意を払っております

が、その保証をするものではありません。また、法務、会計、税務、あるいはその他の専門的な助言を提供

し、また見解を述べるものではありません

◼ したがって、当社は本資料に記載された情報の利用によって何らかの損害が発生したとしても、かかる損

害については一切の責任を負うものではありません。具体的な専門家の見解については、ご自身の顧問

弁護士、税理士、公認会計士等にご相談ください

◼ 本資料は、本資料作成時点の当社の認識及び判断に基づいて、営業提案を目的として

作成されており、市場環境、業界動向、法改正、その他の内部・外部要因により、予告なしに変更されるこ

とがあります

◼ 本資料の権利は当社に帰属しており、無断での複製、転送等を行わないようお願いいたします

18

免責事項



株式会社グリーングロース

東京都千代田区神田小川町2丁目4−16 いちご神田小川町ビル9階
福岡県福岡市中央区大名2丁目6-11 Fukuoka Growth Next

https://greengrowth.co.jp/

03-6824-4266
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